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 本研究により、国際的関心度も高い木目金の成立から貴金属への移行、リングに至るまでの考え方、
技術が如実に表現され、この技法を研究する人達の指針と成り得る。以上の事から本申請は博士(彫金)
の学位を授与するのに相応しいと認める。 
 
 
